
地域の子どもは 

地域の大人 

みんなで 

育んでいこう 

    
           

弘前市立第二中学校 学校だより 第２号 

令和 4年 4月 22日(金)発行  Tel 32-3642 Fax 32-3817 

【学校教育目標】 

高い理想を持ち、生き生きと、 

協力し、人の役に立つ 
【学校経営方針】 

目をかけて、耳を傾けて、 

やさしく教え、じっくり育てる 

～困ったときにいつでも相談できる教師として～ 

   

 

                                                                  

 

                                

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 日課 予    定 

1(日) 

2 月 A6 協議委員研修 

3(火)憲法記念日、４(水)みどりの日、５(木)こどもの日 

6 金 B6 ⑥学活（生徒総会資料読み合わせ） 

7(土)、8(日)テスト前部活動停止～12日 

9 月 B6 学年会議、内科検診 

10 火 火 5 総合津軽②、尿検査一次、 

徴収金再引落日 

11 水 A6  

12 木 A4 職員会議 

13 金 A5 中間テスト、生徒会委員会 

14(土)交通安全キャンペーン、15(日) 

16 月 B6 避難訓練、教育相談 

17 火 火 5 JRC 登録式、総合津軽③、教育相談、

生徒総会リハーサル（被服室）、花壇整

備・苗植え、外部指導者委嘱状交付式 

18 水 B6 避難訓練予備日、生徒総会リハーサル

（体育館）、教育相談 

19 木 B特 ⑤⑥生徒総会、教育相談、尿検査二次 

20 金 B6 花壇整備・苗植え予備日、教育相談、内科検診 

21(土)、22(日) 

23 月 B6 教育相談、内科検診 

24 火 火 5 総合津軽④ 

25 水 A6 1年梵珠宿泊体験学習、2年盛岡市内自主見学 

26 木 A6 1年梵珠宿泊体験学習、2年盛岡市内自主見学 

27 金 A6 生徒会委員会、歯科検診、徴収金引落日 

28(土)、29(日) 

30 月 B6  

31 火 火 5 総合津軽⑤、学年会議、部活動停止 

◆予定は変更することもありますのでご了承ください。 

 長かった冬もようやく終わり、麗らかな日差しが桜に再び

命を吹き込み、小鳥のさえずりが春の訪れを告げる季節とな

りました。春の暖かさに包まれた今日、第二中学校に入学し

た新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私たちは

皆さんが二中生の一員となり、皆さんと共に中学校での生活

を送れることを心から楽しみにしていました。 

 まだ着慣れない第二中学校の制服を纏い、スクールザック

を背負って校門をくぐった皆さん。皆さんの初々しくも晴れ

晴れとした姿を見て、私も入学した頃の自分を思い出しまし

た。小学校６年間の課程を終了し、やっと中学生になれる喜

びと中学校への不安が入り混じり、とても緊張したことを覚

えています。皆さんは今、どんな感情を抱いていますか。わ

くわくしている人、不安でいっぱいな人、緊張している人な

ど色んな人がいると思います。でも、不安を感じるのも今だ

けです。中学校には、たくさんの頼れる人がいます。私たち

２・３年生やお家の方、先生方が皆さんが困っているときに

は手を差し伸べてくれます。不安もすぐに消え、二中での生

活が楽しくなるはずです。だから、不安になることは何もな

いのです。 

 そんな皆さんに、二中生として意識してほしいことがあり

ます。 

 それは「二中基準」です。今年は新入生説明会が無かった

ため、今、紹介したいと思います。「二中基準」とは今まで

先輩方が受け継いできた二中の良き伝統です。ルールではな

く、二中生の誇りとして自分たちで意識して取り組み、二中

をより良くしていこうというものです。「二中基準」には「あ

いさつ・返事ができる二中生」「時間を守れる二中生」「正し 

い服装・きれいな環境をつくれる二中生」があります。私たち

はその中でも最初に掲げられている「あいさつ・返事ができる二

中生」を大切にしています。明るく爽やかなあいさつが学校の

いろいろな所で響き、全校生徒が二中生としての誇りをもてる

ように、皆さんも「あいさつ」を大切に、これからの学校生活

を送っていきましょう。 

 中学校で過ごす時間はあっという間です。私自身、気付けばも

う３年生です。一日一日は長くても、１年はすぐ終わってしまい

ます。だから、３年間しかない「中学生」の期間を、時間を大切

に過ごしてください。皆さんの中学校生活はまだ始まったばかり

です。自分のやりたいこと、頑張りたいことに全力で取り組み、

新しい仲間や大切な存在を見つけられることを心から応援して

います。 

 生徒会テーマ「夢限大」のもと、これから始まる皆さんの中学

校生活が、夢や希望にあふれ、彩りあるものになることを願い、

歓迎の言葉とさせていただきます。 

令和４年４月６日 

                在校生代表 東谷 桃李 

桜花の学び舎 

令和４年度入学式 歓迎の言葉 

歓迎の言葉 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

☆部活動説明会・部活動組織会☆ 
弘前さくらまつり感染防止対策 

４月１９日（火）より弘前さくらまつり準まつり体制期間

が始まり、県外からもたくさんの観光客が弘前公園を訪れて

います。生徒の皆さんは、下記の弘前さくらまつり感染防止

対策を守って、安心・安全に参加するようお願いします。 

 
◎弘前さくらまつり感染防止対策のお願い 

（弘前市観光課より） 

・マスクの着用（厳守） 

・公園入口受付での連絡先の記入、検温 

・園内左側通行（一部一方通行） 

・食べ歩き禁止（飲食エリアのみで飲食可） 

・手指消毒の徹底 

 

※マスクを着用していない人、体温が 37.5℃以上ある人、体

調不良の人は入場できません。 

 

御協力お願いします 
本校では、登下校時の子どもたちの安全確保及

び校地内や正門付近での渋滞、接触事故等の未然

防止のために、車によるお子様の送迎について下

記のとおりを原則といたしますので、御理解と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

【平日】 

◆ 校地内への乗り入れは原則禁止 

◆ 送迎の際は、市民体育館駐車場・城西団地入

り口のスクールバス停を利用 

※正門付近は道幅が狭く混雑して危険なた

め駐停車や車の乗り降りは御遠慮くださ

い。 

 ◆ お子様と下校時刻を事前に御確認ください。 

 

【休業日（土・日・祝日・長期休業中）】 

◆ 校地内の車の乗り入れ可 

◆ 正門付近での車の乗降可 

※接触事故等十分に御注意ください。 

岩木川美化運動 

４月１７日（日）に、弘前市と弘前市町会連合会の依頼を

受けて、岩木川美化運動に教職員で参加しました。新型コロ

ナウイルス感染防止のため生徒の参加はできませんでした

が、教職員が地域貢献の活動に参加でき、とても意義深い時

間となりました。帰りには、通学路に落ちている空き缶やゴ

ミも回収して戻りました。 

 ４月７日（水）に本校体育館において、部活動説明会を

行いました。 

新型コロナウイルス感染防止対策のため、各部活とも発

表時間短縮の工夫をし、新入生にとって、とても分かりや

すい部活動説明会となりました。 

また、４月２７日（水）に部活動組織会を開き、部活動

の意義や部活動の運営について全体で確認する予定です。 

部活動の運営について９項目を掲載しますので、是非、

自分の部活動への取組について確認してほしいと思いま

す。 

【運営について９項目】 
① 所持品及び自転車は、必ず各部の指定した場所に整頓

しておく。 

② 校内での飲食及び帰宅途中での買い食いはしない。 

③ 活動は指定された場所以外では行わないこと。 

④ 活動開始時間及び終了時、顧問が必ず活動場所に行

き、開始・終了の指示をする。 

⑤ 練習時の服装は、制服・二中ジャージ・部指定の練習

着・ユニフォームとし、顧問が指示する。 

⑥ 活動終了後は、活動場所の清掃を行い、用具などの後

始末をする。 

⑦ 終了にあたっては、清掃、後始末、施錠等をし、顧問

の点検を受けて下校する。 

⑧ 活動終了時刻は守るとともに、遅くなるときは必ず家

に連絡をする。 

⑨ 規律違反や部の名誉を傷つけた場合は、休部または本

人の部活動を停止することもある。 

 

 

  

学校だより「桜花の学び舎」の題名は 

校歌の中にある言葉「桜花」「学び舎」から引

用しています。「第二中学校が居心地の良い心温

まる学校であるとともに、その伝統と校風に誇り

を持ち、いつまでも心の中に大きく残り続ける学

校であってほしい」という願いが込められていま

す。 

この学校だよりが学校と保護者、そして地域が

手を携えるための架け橋となれるよう、情報を発

信していきます。 

どうぞよろしくお願いします。 


